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イレズミハゼＺｏｍｇひらj伽ｓ伽〃oﾉ取如ｓ

（VALENcIENNEs）の産卵と卵内発生

園田豊美＊・今井貞彦*＊

OntheSpawningandEmbryonicDevelopementofaMarine
Goby,Ｚｏ伽gり伽ｓｓ伽伽"α畑ｓ（VALENcIENNEs)．

ＴｏｙｏｍｉＳｏＮｏＤＡａｎｄＳａｄａｈｉｋｏｌＭＡＩ

Abstract

Amarinegoby，Ｚり"ogo伽‘ｓｓｅ”ｄｏ"α”ｓ（VALENcIENNEs）isgenerallydistributedonthe

coralreefoflndianandWesternPacifiｃＯｃｅａｎ・Ｔｈｉｓｓｐｅｃｉｅｓｍａｉｎｌｙｒｅｓｉｄｅｓｉｎｔｈｅｃｒｅｖｉｃｅ

ｏｒｃａｖｅｒｎａｎｄｃｏｍｍｏｎｌｙｓｗｉｍｍｓｕｐｓｉｄｅｄｏｗｎｎｅａｒｔｈｅｃｅｉｌｉｎｇ・Ｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓ，ｃollected

atthecoralreefofKasari，ＡｍａｍｉＯｓｈｉｍａｏｎＯｃｔｏｂｅｒ２９ｔｈｏｆｌ９７０，ｓｐａｗｎｅｄｆｒｅｑuentlyin

thelaboratoryaquariumkｅｐｔａｔｔｈｅｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｏｆａｂｏｕｔ２５ｏＣ・Ｔｈｅｅｇｇｓｗｅｒｅｌａｉｄｕｎｄｅｒ－

ｓｉｄｅｏｆｔｈｅCeiling，ofasmallcavepreliminaryprepareｄｉｎｔｈｅｔａｎｋｆｏｒｓｐａｗｎｉｎｇ・Their

shapewereellipsoid，ｍｅａｓｕｒｅｄａｂｏｕｔｌ､０２～１．０７ｍｍ×０．５２～０．５３ｍｍ・

Ｉｎｃｕｂａｔｉｏｎｓｅｅｍｅｄｔｏｔａｋｅｍｏｒｅｔｈａｎ８０ｈｏｕｒｓａｔｔｈｅgiventemperature・Throughout

theperiodtheeggswereguardedbythebothofparents（moreeagerlybythemale)．

Ｔｈｅｙｓｗａｍｕｐｓｉｄｅｄｏｗｎｗｉｔｈｔｈｅｉｒｂｅｌｌｙｔｏｗａｒｄｔｈｅｅｇｇｓａｔｔａｃｈｅｄｕｎｄｅｒｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｃｅｉｌ－

ｉｎｇ，ａｎｄｆａｎｎｅｄｔｈｅｅｇｇｓｗｉｔｈｔｈｅｉｒｐｅｃｔｏralfins・Ｔｈｅｎｅｗｌｙｈａｔｃｈｅｄｌａｒｖａｅｓｗａｍｉｎａ

ｎｏrmalposture．

緒 目

イレズミハゼ助"ogo6伽ｓｅｍ伽伽"ｓ（VALENcIENNEs）は紅海，インド，タイなどのインド洋

沿岸，インドネシア諸島，ヒリピン，日本南部などに分布し6)，わが国では沖縄諸島，奄美群島，

種子島，薩摩半島，八丈島などから知られている．成魚でも全長３５ｍｍ内外に達するに過ぎない

小型のクモハゼ科魚類である．サンゴ礁や，岩盤性の岩礁に生息し，特にサンゴ礁の内礁面に散在

する大小のcavernから採集されることが多い．

cavernに生息するタナバタウオ類やハゼ類のなかに，その勝泳姿勢が特異なものがあることが

知られているが3)4)，本種は近縁のベンケイハゼＱ"j叩伽ｓｅ卿"伽（JoRDANetEvERMANN）と

同様に，cavernの天井，周壁の壁面，底面，ときには水面に対して腹面を向けて自由に定位する

のが特色である．ふつうにはcavernの天井に近接していわゆるｕｐｓｉｄｅｄｏｗｎの姿勢を保ってい

るが，このままの姿勢で中層を勝泳しているのをみることも少なくない（Fig.１)．これらの習性を

獲得するに至った過程や条件などをあきらかにする目的で，1970年から７１年にかけて本種の飼育

を行なったが，その間に水槽内でしばしば産卵するのがみられたので，ここにその卵内発生，卵の

保護習性などについて述べることとした．

＊鹿児島大学大学院水産学研究科（GraduateSchoolofFisheries，KagoshimaUniversity）

*＊鹿児島大学水産学部動物学研究室（ZoologicalLaboratry，FacultyofFisheries，Kagoshima
University）
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Ｆｉｇ．１．Ｚひ"ogo6i"sse””"αr”（VAL.)．

Ｓｗｉｍｍｉｎｇｕｐｓｉｄｅｄｏｗｎｍｉｄｗａｙｉｎｔｈｅwater．

なおＳＥALE（1912)7）が，ヒリピンで食中毒の原因となる魚類のうちにあげているＺｏ"ogo6"Js

se"z”scjaz"ｓは，本種を指しているのではないかと思われる．

観察の材料

筆者らが従来採集観察したイレズミハゼの標本はＴａｂｌｅｌに示す通りである．そのうち1970年

１０月29日奄美大鳥笠利町用のサンゴ礁で採集した成魚が水槽内で産卵した．

'１､able１．Ｚｏ"ogo6i"ｓ肥”qIo"αr“（VAL.)．

Ｌｉｓｔｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄａｎｄｅｘａｍｉｎｅｄｂｙｔｈｅａｕｔｈｏｒｓ，

Ｄate Ｌｏｃａｌｉｔｙ

Ｍａｙ４，，６５ＡｍａｍｉＯｓｈｉｍａｌ．

０ct，１２，’6５ Ｔａｎｅｌ．

Nov、２３，’6５１Ｅｉ，Kagoshimapref．

April，’6９ Ｏｋｉｅｒａｂｕｌ．

July２０，’7０ ＡｍａｍｉＯｓｈｉｍａｌ．

0ct,29,'７０１AmamiOshimaL
水Ｓｅｘｅｓｕｎａｂｌｅｔｏｂｅｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄ．

ＴｏｔａｌｌｅｎｇｔｈＣｎｍｍ）
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奄美大島笠利町用の太平洋に面したサンゴ礁は内礁面がひろく，海水は水路とcavernとにより

縦横に通じている．しかし干潮時には表面に多数のタイドプールが顕われ，遇富な魚類相がみられ

る．イレズミハゼは，壁面上部がひさしのように突出し，その下に洞穴が形成されているタイドプ

ールに限って生息している．個体の密度は低くて，単独または一対で生活しているらしく，２～４，２

ほどのひろさのプールに１～３尾が見られたに過ぎない．ベンケイハゼにくらべると岸に近いせま

いタイドプールに多いようである．井田（1970)･'）も西表烏などの調査で，もっと規模の大きい

cavemではベンケイハゼを見ている．

薩摩半島では，開聞山麓の溶岩流の岩礁地帯で採集されている．

観察結果

二次性徴（Fig.２）

本種では二次性徴は生殖突起と第１背鰭とに表われる．生殖突起は多くのハゼ類と同様に，雄で

は槍穂状で先端が尖っているが，雌では筒状で先端は円鈍である．

第１背鰭の第１～４鰭条は，成魚では雌雄ともに糸状に遊離延長しているが，雄では特にいちじ

るしく，最長鰭条は倒せば第２背鰭基底の後端に達する．これに対して雌では第２背鰭の前部の鰭

条の基底に達するに過ぎない．

砥'蒲露悪 回

唖
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Fig.２．Ｚｂ"ogo6i“βe”αo"αr"‘ｙ（VAL.)．
Ｓｅｘｕａｌｄｉｍｏｒｐｈｉｓｍ，Ｕｐｐｅｒ：［emale，Ｌｏｗｅｒ：ｍａｌｅ．

産卵習'性

全長雄３７．２ｍｍ，雌３６．３ｍｍの１対を，６０×３０ｃｍ２，深さ３０ｃｍの水槽で約４カ月にわたっ

て飼育した．水槽内には天然の生息場になぞらえて，２枚の鉄平石を立てその上に別の鉄平石を水

平に組合わせて小洞窟を設け，水温は２５～26℃に保った．
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産卵は飼育を開始してから約１カ月後の，1970年１１月３０日に始まり，翌年２月１８日までに７

回にわたって行なわれたが，産卵時は早朝らしく実際の行動は未だ観察されていない・卵は洞窟の

天井をなす鉄平石の下面に密集してほぼ円形に附着していた．産卵日及び’回の産卵数，卵塊の状

態などについてはTable２．に示した．

Table２．Ｚｂ"ogo6i"“e”血"αr"‘，（VAL.)．

Ｔｈｅｓｔａｔｅｏｆｓｐａｗｎｉｎｇｓｉｎｔｈｅｌａｂｏｒａtoryaquarium．

sparse

ratherdense

dense

dense

ratｈｅｒｄｅｎｓｅ

ｄｅｎｓｅ

ｓｐａｒｓｅ

Dateo[SpawninglNH期h･蹄。｜Sizeandoonditionofegg-mas．

Ｎｏｖ、３０，’７０

Dec、２２

Jan、５，，７１

Jan、１９

Jan、２９

Ｅｅｂ、４

Ｆｅｂ、１８

Fig.３．Ｚｂ"ogo6i“』se”do"αr“（VAL.)．
Parentsguardingtheireggs・Ｍａｌｅｉｎｔｈｉｓｓｉｄｅ．

鹿児島大学水産学部紀要第20巻第１号（1971）
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卵の形態（Fig.４）

卵は多くのハゼ類にみられるような長卵形の附着卵で，基部はいくぶん細くなり基端に附着糸叢

がある．その大きさは平均長径１．０２～１．０７ｍｍ，短径０．５２～０．５３ｍｍである．実測値をTable

3.に示す．

卵の保護（Fig.３）

僻化までの約３日半にわたって，親魚は雌雄ともに卵塊を保護する．保護にあたっては腹面を上

にした姿勢で卵塊下面に密接しつつ位置を変えながら胸鰭で卵塊上に水流を送るのがみられる．こ

の行動は産卵後第’日目にもっとも顕著で，’0～'5秒間隔で行なわれるが，時間の経過とともにし

だいに休止していることが多くなる．

卵塊の保護は雄の方によりあきらかに承られ，この間はほとんど食物も摂らない．これに対して

雌は産卵後もただちによく摂餌する．
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Table３．Ｚり"０９０６伽ｓｅ”伽"α”８（VAL.)．
Ｍｅａｓｕｍｅｎｔｏｆｅｇｇｓｉｎｔｗｏｂａｔｃｈｅｓ（ｉｎｔｅｎｅｇｇｓｏｆｅａｃｈｂａｔｃｈ)．

ＤａｔｅｏｆＳｐａｗｎｉｎｇ

Ｎｏｖ、３０，，７０

Ｆｅｂ、１８，，７１

Ｎｕｍｂｅｒ

ｏｆｅｇｇｓ

216±20

532士2０

，蕊

蕊

Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆｅｇｇｓｉｎｍｍ

Ｌｅｎｇｔｈ

0.94～1.08

1.02～1．１４

Ｅ

Ｆ

毒雲

Ｇ

Ｈ

Width

0.50～0.59

0.50～0．５３

○

跨豊ﾐ翁

承

鍾霧雪雲塗弓
Fig.４．Ｚｂ"ogo6伽ｓｅ”伽加加ｓ（VAL.)，Embryonicdevelopementandprelarva．

Ａ）６hoursafterinsemination．Ｂ）８hours．Ｃ）１０hours．Ｄ）１６hours．
Ｅ）２４hours．Ｆ）３０hours．Ｇ）４０hours．Ｈ）Newlyhatchedlarva．
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卵内発生（Fig.４，A-G）

1970年１２月２２日産卵したものによる卵内発生の状態は次のようである． なお産卵は早朝行なわ
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れたものと思われるが，観察することができなかったので，受精後の経過時間は推定によるもので

ある．僻化までの期間を通じて水温は２５～26°Ｃに保たれた．

受精後約６時間で桑実期後期，１５～16時間で原口を閉じ旺体がほぼあきらかになる．２４時間後に

は８～９個の筋肉節を生じ，眼胞原基が現われ，３３時間後には旺体の尾部は分離し，耳胞を生じ，

筋肉節は15～16個に達する．４０時間後にはすでに心臓は挿動を始めており，ときどき尾部を動か

すのがふられる．筋肉節は完成して定数25個に達する．Ｉ江門前方から第18～20番目の筋肉節の腹縁

に沿い黒色胞列があらわれ，さらに黄色胞群がこれに重なるように生じている．７０～80時間後には

胸鰭があきらかになり，眼球は黒色胞におおわれ，卵黄嚢上にも黒色胞群がみられる．この時期に

は旺仔はすべて頭部を卵の先端に向けている．８０時間以上経過すると僻化が開始される．

仔魚前期（Fig.４，Ｈ）

僻出は卵の尖端より卵膜に生じた裂孔を通じて行なわれる．僻化直後の仔魚は全長1.96～2.05

ｍｍ（５個体平均)，卵黄嚢は頭部よりやや小さく，黒色胞はほぼ腹縁にそってならぶもののほか，

第６～７番目および第14～15番目の筋肉節にも各々小群がみとめられ，卵黄嚢上の黒色胞群もあき

らかである．黄色胞群は腹部の黒色胞と重なりかなり増加している．

仔魚は集光性が強く腹面を下にして勝泳する．僻化後約25時間で卵黄は吸収される．

考 察

ハゼ類の産卵については多くの報告があり，BREDERandRosEN（1966)2)はこれらをとりまと

めて記載しているが，石の下や貝殻を利用して営巣し，その天井や側面に産卵して保護にあたるも

のが少なくないわが国にふつうのウロハゼについて，石川・中村（1941)5)は背鰭によって卵塊に

送流を行なうと述べている．イレズミハゼはその生息している洞窟では，天井に近く腹面を上にし

て勝泳しているのが正常の姿勢であるから,卵塊の保護に当ってもその状態を保つことになり，水流

は胸鰭によって卵塊上に送られるわけである．正常な勝泳姿勢が腹面を上にしているupside-down

cat-fish,Mochokidaeの産卵については充分な知見が得られなかったが，ふつうの姿勢で勝泳す

る魚でも卵塊の位置によっては腹面を上にして送流を行なうものがあることが知られている．たと

えばJohnydarter（ATz,1940)')などがその例としてあげられる．

僻化直後の仔魚は腹面を下にしたふつうの姿勢で溝泳し，かつ集光性を持つ点からゑて，本種も

他のハゼ類のように幼期の始めは表層で生活し，腹面を上にして溝泳する習性は，cavernで生活

し始める時期に発現するものと推定されるが，これらについては今後の研究に侯たればならない．
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